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古代日本の暦に就て（5）
S　　・　　1　　生
　　　天界鞠
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　本居宣長が眞暦考を書き絡つたのは・天明元年（皇紀2441）：九月十二日のぐ
とで・彼が年52歳の時であった又・宣長力：皇國と・支那朝鮮などの・外喚
の交渉の嶽を言己して・欄巌ぺて皇國の尊き・と鰭き示したと云ふか ｱ
さめのうぬたみをミ戒二言は・安永七年（皇紀2438）二月晦日響き上げられて居る・止ヒの輸
慨言は・上中下三脚書物であるが，其の蜷には・三國志の魏志田と磯
々載せられて居る．古代支那では，我國のことを倭國と呼んだが・魏志帥ちこ
國志の魏書巻三十には・魏略の記載を引用して・倭國の當時の状態を可成り謙
しく述べて居る．其の中に・『其俗・正時四時を知らす・但・春耕秋牧を記して
年紀と爲す』と云ふことが書かれて居る・之は駅丁交丁丁に載って居なV・が，鞍
者は・眞暦考の著者である本居宣長も・魏志を讃んで・此の語旬を注目したで
あらうと駄殊に・難老は・馳黛鰭よりも約二絆の後に出二上って居
る庭を見ると，宣長は，當然，此の語句を知って居た筈である．併し，彼は熱
心な二二第一主義の入であったから，性格上・眞暦考に蝕り名嬰でなV・斯力・る‘
記録を載せなかったものと想像する．
さて・前に示した二三の言己載の中・圖書置及引時堂野寄の蘇板三國志lqよ
「但春耕秋牧を記して」の，“記”が，“計”と云ふ字になって居ると云ふ．帥ち
「但春耕二二を計って」となって居るのである・多分・計の文字の：方が正しいの
であらう瀧田各は鱒の作ったものであって・今日は亡失して絡って膜の内
容が明かでないのは遺憾ではあるが，唯諸書に引用されて居るので，其め＿部
分を覗ぴ知ることが出來るのみである・清の張暦鴉一は・言置徽齢す髄文を
集めて「三略丁丁」二十五雀を編纂して居る．
二丁・購正E’k・tC云へば・三國志の暦書は・晋の嚇（皇紀893－957）のue
に係って居るが・魏略は此の中に引用されて居るのであるから，魏志よりも，
丁丁，以前の作であらう．
　兎も角・“正歳四時を知らす，春耕寄寄を計って年紀とした”と云ふ事は，つ
まり・正確な暦は倭國には無く・從って季節も・明確に・正月朔日から三r月末
日迄を春とし・四月朔日より六月末日迄を夏とすると云ふ様なことはなく，唯
大艦の季飾によって・春耕を知り・秋高を二って・年を計へたものと解するこ
とが出來る・斯様た歌態は・我國の何痔頃に相引するか・不明であるが，少く
とも我國に始めて暦本が渡來したと云ふ欽明推古朝の時代に先立つこと300年
も前のことである．
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　又・前漢書の地理志にも『二二の海中に倭人有り，分ちて百飴牛と爲す．：歳時
を以て來って三見すと云ふ』と記載されてあるが，矢張，其の以前にも季節に
よって年を計へて居て，倭國よりの使が年々同じ季節に漢へ渡平したことを蓮
べて居るのである．前漢となれば，更に，四五百年も古V・昔のこととなるので
ある．
　以上を綜合すると，二三，我國は，農業を本として居たから，年を計へるに
自然の季節を以てしたことは容易に考へられることであり，本居宣長は古事記
鰍於て，年（とし）と云ふのは醸であって，秋に稻を取入れることで効，
登志とは穀のことを云ふと書いて居る，階下豊年の時は「年あり」と云ふやう
に・穀物のととを登志と云ったのが途に時間を表示する年となったと云ふので
ある．下れは，漢字で，年が稔に相通するのが有るのを思ふと，興味深V・．
　又，正歳と云ふことは，支那の周禮と云ふ書に散見する所であるが，歳の初
のととで，叉，春の初めのことを云ふのである．
　次に，二二で，一年の初めを謡うして知ったかと云ふことが，問題となって
掌るが，筆者は，奈良の春日三生の暮百と云ふ言葉を，甚だ注目すべきものと
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かすがのおみ考へて居る．春日は夙に古事記孝昭天皇（皇紀186－268）の庭に，春日臣と云ふ方
　　　　　　　　　　　　　　　　　ちぢはやまわかひめかすが のの名前があり，其の少し後に，春日之千千速牛若比賞と云ふ御名前が載って居
るが，春日と云ふ意味は，簸眞淵の冠隅拷によれば，糊日の霞むと云ふ意
“＊で膚紀囎天皇の條禺笑嗣子a）御脈r鹸雌，端黒鹸』と
あり・“春日（はるひ）の”と云ふ二丁の春日をカスガに言ぴ掛けたのを，後に春
日（かすが）と訓む様になったと云ふ．自Pち，春になって霞が野山に立つのを見
て・春が來たことを知り，農事の用意をしたであらう．萬葉集には，春の立つ
のを知った恰好の歌が載って居る．
　　ひさかたの　天のかぐ山
　　　　此ゆふぺ　霞たなびく　春立つらしも
　古事記，日本書紀，共に紳代には，季節を表す“春”とか“秋”とか云ふ言
葉は殆んど載って居ないが，春と秋については，唯，書紀神代の春に，次の記
事がある．帥ち
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　き、，妹照野天の狭田長田を以て御田と爲し給ふ．時縢劃鱒春は巳ロ踏肥
爵，甑の蒔巌つ．秋は則ち天の鍵軌放ち笛の中に使ふ』
と戦って居る．
　そして，古事記にも，一つ，千秋五百秋と云ふ言葉のある以外は，四季の名
構は見応らないが，醇継は，袈響み器雫男憎と申す酩が言己載されて
居る．3ζ，書紀神代の巻には，伊州諾奪．伊弊引回が豊秋津洲を生み給ふたこ
とが見えて居り，又，豊葦原千五百秋瑞穗白地と申されたことが載って居る．
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春と秋との，紳代に於ける記事はこれ丈けなのである．
勅贈として佐保鋤鰍があるが・佐野は，奈二代1こ魏掌る煽
ぜられた如申であるけれど・難のEi［li’（iLiよなく，秋の立礁曙す面白勺磯
の紳である・佐保の名は・もと大和の地名であって・恰も奈良の東に當るので，
加吐で穐東に照する虞から出て居る様筋る（矢繕三三職）嚇触
集，好忠の歌に
　　　　　　　　　　　　　　　　　はた　　『佐保姫の　おもかげさらす　おる機の
　　　　　霞たちたる　春の野島かな』
とある　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い　さがは叉・開化天皇（皇紀504一563）は，　一Ut〈日之伊9’［‘’P」の宮にまPまして，天下嫡
治めになられた・要するに溶は一年の初めであり，籾）初めを知ることは，
遠い献の昔より・農耕雄み，叉・喘の生瀧勤上にも，最も必要恥
とであって・野山鵬が立つの醐て・人々は“春蘇た”こと蜘り・年幅
まるの蜘つたのであった・天勅翻來・今磯る春日祭は・」・代に・旋，
’春日の御祝をした遺習であるとも考へられるのである．（皇紀2600年5月1日）
時　　計　　雑　　話
　夏と冬とで時間が狂ふ
森 拾
に甥篇周轟灘鋼重撫熟熟との疎い隔
この嚇計や懐嚇計は・何石入りだといふことはよく口に凱とaろで
す・撚魔石を醐することは，鰍の礫髄高め藷礎防止するため
であるとと齢賦すまでもないと折すカ：・阪噺に膨くとも7個の右
を用ひ・10石，11石，15石・16石，17石・19石，21石，23碍と入れてあるも
のもあります・しかし逆に石が卿から必・す三三計とは中されなし・・Eilt，
石の認識臨よつて違ふから“C“す・月二二や，桝時計のブ・きさ画すた
めに「型」と「サイズ」の二語習月ひます・「型一脚吹洲系のff寺計を呼潮合，
「サイズ」は糊製の時計に蹴て斤」岬胎「剰や「サイズ」を計磁準
は・ともに・下沼板，［」Pt・文字板の胤面の雌でT一型は2・25眺に勘
ます・「サイズ」の旧り1門番で1肋30分ノ5を琳とし・その後のサイズla
30分ノ1吋を1香とします．（第256頁へ）
